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自己紹介 
塩川 康成 （しおかわ やすなり） 

JAMI認定 上級医療情報技師 S20070007 

AJS株式会社勤務 

JAHIS 相互運用性委員会 HIS-RIS WG リーダ 
JAHISデータ交換規約の編纂 

同 HL7入門書作成WG メンバ 
今回のHL7メッセージ交換第2版の編纂、翻訳担当 

日本IHE協会 接続検証委員会 
放射線ドメインの HL7メッセージ審査主任者 

運営ツール Gazelle 及び接続検証ツールプロジェクト 

同 放射線技術委員会 
2012-2013年度 SWF.bの国際提案（HL7v2.3.1→v2.5.1） 

関東医療情報技師会 発起人、世話人 
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Agenda 

1. HL7メッセージ交換第2版の目指すところ 

2. HL7メッセージ交換第2版各章ダイジェスト 

3. 日本版編纂にあたっての追加視点 

4. 本書の活用イメージ 
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HL7 V2.5.1 規格文書 
CH1：総論 

CH2：データ型、HL7テーブル 

CH3：患者情報管理 

CH4：オーダ登録 

CH5：検索 

… 

CH15：職員管理 
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HL7 V2.5.1 規格文書 
1. 第１章 Introduction (序論) 
2. 第２章 Control (コントロール)  

– 2A章 Data Types (データタイプ) 
3. 第３章 Patient Administration (患者管理) 
4. 第４章 Order Entry (オーダエントリ) 
5. 第５章 Query (問い合わせ) 
6. 第６章 Financial Management (会計) 
7. 第７章 Observation Reporting (観察報告) 
8. 第８章 Master Files (マスタファイル) 
9. 第９章 Medical Records/Information Management  

– (Document Management)(診療録管理/情報管理 文書管理) 
10. 第１０章 Scheduling (予約) 
11. 第１１章 Patient Referral (患者紹介) 
12. 第１２章 Patient Care (患者ケア) 
13. 第１３章 Clinical Laboratory Automation (臨床検査自動化) 
14. 第１４章 Application Management (アプリケーション管理) 
15. 第１５章 Personnel Management (職員管理) 
 
 
• Appendix．A Data definition tables 全メッセージ、全セグメントタイプ、全テーブル Index 
•       B Lower Layer Protocols  
•       C BNF Message Descriptions  
•               D Glossary  

 

メッセージタイプ、セグメント等 
例 メッセージヘッダ(MSH) 
例 データタイプ 
例 ADT 
例 OMG 
 
 
例 ORU 
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本書の Overview 
１章 HL7 Ver. 2.Xとは？ 

２章 HL7 メッセージ構造 

３章 メッセージ解説（入院） 

４章 データタイプ 

5-11章 セグメント解説（患者） 

12-13章 Msg & Seg（応答） 

15-23章 Msg & Seg（検査） 

24-27章 Msg （情報更新、退院） 

付録  
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本書編纂に当たり 

• 原本は「HL7 Messaging 2nd Edition」 

– HL7の規格書ではない＝ポイントの解説本 

–実装面を意識しながら、HL7を具体的に解説 

– HL7をゼロから勉強するには若干細かい？ 

• 日本版を作成するに当たり 

– JAHISデータ交換規約との整合性をどうする？ 

–そもそももっと初心者向けに解説を増やす？ 

–原本の翻訳で、内容変更はどこまで許される？ 
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実際の議論（議事録抜粋） 
 日本だけでなく海外でも使えるものを目指す？国内で使えればよい？ 

 （入門書として）全くの初心者が使えるもの？ある程度の知識がある者が
使えるもの？ 

 学校のテキストとして（教育用に）使用する？副読本として使用する？ 

 日本の実情に合わせて原文を直すことは著者から許可されている 

 JAHISや日本HL7協会の活動をアピールする？ 

 「JAHISデータ交換規約」の共通部分を纏める？ 

 単純翻訳だけでは使えない？今回は割り切って翻訳のみ？ 

 用語の統一は難しく、時間を要す（DICOMでも一年かかった） 
 入門的な章（Introduction）を追加する？ 中期計画で全体的なシリーズ
構成を考える 

 超入門編、入門編、中級編、実装編、・・・どれ？ 

 初版は翻訳版とし、第2版でJAHISデータ交換規約の要素を補足する？ 

 そもそも読者のターゲットは？全くの初心者には難しい？ 

 HL7は何となくわかっているが次に進めない人？ 
 

2012/10/24 JAHISにて 
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本書が目指すところ 

• 基本的には「翻訳本」の位置づけ 

← 原本の完成度が高く、素直な翻訳が最良。 

← 初心者向けにはならないが、JAHISデータ交換
規約を実装する人の教材資料となる。 

← 早く情報を皆さんにお届けする。 

• 日本の実情に照らし、不整合があれば修正 

← 日本での使い方を踏まえた補足追記。 

← 現場での実装上、混乱を招かないように。 

• 想定読者は初中級の実装担当者 
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原本著者の紹介 

• Mike Henderson 

– HL7に関する熟練の専門家 

– HL７専門委員会の元合同委員長 

– Co-Chair, HL7 Education WG (2011) 

– Principal Consultant, Eastern Informatics, Inc. 

–大学等でHL7、DICOMなどのデータ交換標準を
指導 

–その他著書：Introduction to HL7 Messaging 等 
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本書の構成 

 

ポイントとなる「定義」や
「注意」については、別枠

でクローズアップ 

表や図解を交えて、理解
しやすく内容を解説 
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第１、2章の解説 

• 第1章では HL7 Ver.2.X 

とは何かを解説 

• この後展開する架空の 

ストーリーを紹介しています。 

• 第2章ではHL7メッセー
ジの基本構造を解説。 

• セパレータ文字やエス
ケープ文字の使い方を、
例文を元に解説。 
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第3章 ADT とメッセージ 

• HL7が用意している電文の種類（メッセージタ

イプ）や、連携するタイミング（イベント）につい
て解説しています。 

• HL7の実装においては、特に中心となるADT

患者情報を例にして解説しています。 

• 患者さんが入院をする（ケーススタディ） 

– HL7ではどのタイミングで通信するか 

– １つの通信はどのような手順で実施するか 

を解説しています。 
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第3章 メッセージタイプ、イベント 

ADTを題材に 

メッセージタイプやイベン
トを解説しています。 
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第4章 データ型 

• HL7の中で、特に「データ型」について解説をし
ています。 

• HL7では様々なデータ型が存在するので、そ
の中で特によく使うデータ型について、一章を
割いて解説しております。 

• 第3章のケースから引用して解説されています。 

• HL7では各フィールド、成分のデータ型が決

まっており、より深く実装する際に、意外に振り
返って参照する章です。 
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翻訳時の苦労話 

直訳だとさっぱり意味が
通じないなぁ。 

誤植がそれなりにある
けど… 

日本語の統一をしない
とね。 

日本での使い方をどこ
まで踏み込むか 

翻訳作業がたいへん… 

レビューがたいへん… 
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第5-11章 セグメント/フィールド 

• HL7の電文を構成する、セグメント、フィールド、

成分をどう実装するかについて、セグメント単
位で解説しています。 

• 第3章のケースから引用して解説されています。 

• HL7では各フィールドのデータ型や設定内容に
ついてのルールが決まっており、実装をする上
ではよく確認する章です。 
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第5-11章 セグメント/フィールド 

セグメント毎に章があり、
フィールドごとに節を切っ

て解説してます。 
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第12-14章 応答電文 

• HL7の通信は送信と「応答」を1セットとして考

えています。この「応答」電文の構成や仕様を
解説しています。 

• 第3章のケースから引用して解説されています。 

• 記載内容としては、第5章と同じような形になっ
ています。 

PDS PDC 

ADT_A01 

ACK_A01 
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第15-23章 オーダ電文 

• もう一つの大きな柱、オーダ情報や検査結果
情報について、5-11章と同様の形でメッセージ、
セグメント、フィールドについて解説しています。 

• 第3章での入院の後に、検査オーダが発生した
ケースを想定して、ケーススタディでの解説を
行っています。一般オーダ／臨床検査オーダ 

• 記載方式としては、第5章と同じような形になっ
ています。 
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第15-23章 オーダ電文 

検査オーダが発生した、
というストーリにそって 

解説をされています。 
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第24-27章 患者情報更新/退院 

• 検査結果を受けるなどして、患者情報が更新さ
れたり追加された場合について、どうHL7で通
信するのかを解説しています。 

• 記載方式としては、第5章と同じような形になっ
ています。 

• 締めくくりとして、患者さ
んがめでたく退院する
事例を解説（27章）して、
本書は終了します。 
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付録 

• 検査オーダなどを表現する手段として、次の 

３つのサンプルを列挙し、表現方法の違いを 

説明しています。 

– V2.5での表現（本書で解説している） 

– V2.5をXMLで符号化した場合 

– HL7 V3 で表現した場合 

• 本書の中でも電文サンプルは随所に出てきま
すので、参考情報としての扱いだと思います。 
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日本語版編纂時の追記事項 

• 日本語版編纂にあたっては、JAHISデータ交

換規約との差分部分について、翻訳内容に追
記をして、日本の読者が困らないよう補足して
ます。 

–日本語を取り扱うケースについて 

–日本で独自にルール化している部分について 

–用語の解説（50音で列挙） 
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日本語を取り扱うケースについて 

• 氏名情報を始め、電文中に日本語が登場しま
す。この扱い方について追記しています。 

– MSH-18セグメントにおける、文字コードの指定 

– PID-5 患者氏名の日本語表現 など 

日本語を扱う場合の解説
が例とともに載ってます 
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日本独自の解釈について 

• 日本では国内事情に合わせて欧米でのHL7 

実装では合わない部分について、独自の解釈
を上乗せしております。 

• この詳細は本書では解説せず、別途JAHIS

データ交換規約の参照をご案内しています。 

– PID-11 住所データ型における、日本での表記 

– 15、18、22、23章：日本では未使用である注記 
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日本独自の解釈について 

例と共に解説 

JAHISデータ交換規約
を参照と補足 
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本書の活用イメージ 

ある医療システムベンダーの連携I/F開発担当者
の場合… 

HL7でのデータ連携を求められてい
るが、何から勉強してよいものか… 

？？ 

おお！！ 

分かりやすい 
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本書の活用イメージ 

ある医療施設の情報システム管理担当者の 

場合… 

？？ 

HL7でデータ連携を構築しているら

しいけど、ベンダーの説明がさっぱり
わからないなぁ… 

RFP 

ベンダーの
勘違いを指
摘できたぞ！ 
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本書の活用イメージ 

ある医療情報学を学習している学生さんの場合
… 

仕組みが理解で
きるとリポートの
出来も上々！ 

？？ 

医療の標準化について学習している
けど、HL7の分かりやすい参考書は

ないかなぁ。。。 
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まとめ 

1. HL7メッセージ交換第2版の目指すところ 

⇒ 原書に忠実＋日本向けの補足 

2. HL7メッセージ交換第2版各章ダイジェスト 

⇒ 入院ストーリに沿って分かりやすく解説 

3. 日本版編纂にあたっての追加視点 

⇒ 日本語対応、解釈など。JAHIS規約併用。 

4. 本書の活用イメージ 

⇒ 施設担当、ベンダー、学生など幅広く 
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HL7メッセージ交換第2版 

のご紹介 

～終わり～ 

 

ご静聴ありがとうございました。 


